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液体培地 100mLに、s wbrJ″困 B13あるいはSw昭
“
Js sT3Rをl x lo6 cFU/mL
となるように接種し、37℃にて培養した。2時間ごとに吸光度測定を行うと同時
に、100 μ Lの菌液を採取して 900 μ LのBHI液体培地に加え、超音波発生装置
(UR…20Rトミー精工,東京)にて5秒間の分散処理を行った。その後、BHI液
-5-
体培地を用いて 10倍段階希釈し、100 μ LをBHI寒天平板培地上に播種して 48
時間嫌気培養を行い、形成されたコロニー数 (CFU)を計測した。
また、2時間ごとに 100 μ Lの菌液を採取し、蒸留水で 10倍希釈した後、AP
消去剤キット (AF‐3X2,東亜電波工業,東京)を用いて以下の手順で菌体 月P
量を測定した。まず 月P消去試薬 100 μ Lを注入して撹拌した後、10分間放置













表 2に示した濃度で各モノマーを添加したBHI液体培地 500mLに、s wbルバ
B13あるいはSw電
“
おsT3Rをl x 106cFU/mLとなるように接種 し、37℃にて
培養を行った。2時間ごとに lomLの菌液を採取して、3000rpm、10分間の遠沈
















おsT3Rをl x 106cFU/mLとなるように接種 し、37℃にて 24時


















































られなかった (p>0.05)。TEGDMAを添加 した場合は、培養開始後 14時間以降






















4‐a)。また EGDMAを添加 した場合は、培養開始直後から24時間まではコン ト
ロールに比べCFU数は有意に低かったが (pく0.05)、48時間後にはコントロール
と有意差が認められなくなった (p>0.05)。














Js ST3Rの菌体 月P量についても、S wbr滋パ B13の場合と同様に、






cに、また培養開始 12、 18、24時間後の CFU数を図 5-bおよび dに示す。0.5
あるいは 1.Omg/mLの濃度でTEGDMAを添加 した条件では、S wb崩パ B13で
は培養開始後 10時間以降において、sw″g“おST3Rでは 12時間以降で、コン




































ー粉末のものと同一であり (図 7 b¨)、さらに20分のピークを質量分析して得ら
れたマススペクトログラフ (図 7‐c)も、両菌の菌体周囲構造物と ■ЮDMAポ
リマー粉末とで一致していた。
5.抗菌剤に対する感受性試験





ゼ トニウムクロライ ドでは、■ЮDMAを添加 して培養 した菌に対 しては、MIc
で 1ステップ、MBCで2ステップの上昇が認められた。また、クロルヘキシジ







ットレジンの重合率は 50～70%であると報告されている 2～30)。 したがって、硬








































てもモノマー非添加の場合を上回ることは全 くなかった (図 4‐a、 c)。 また、生
菌数の値と比例関係にあることが知 られている菌体 月P量3め についても、モノ
マー非添加と同じか、下回る結果となり、吸光度の増加とは一致しなかった (図
4‐b、 d)。 これ らの結果は、過去の研究における吸光度の結果にもとづく結論と

















































し、F「―IRと熱分解 GC‐MSによる分析 を行 った ところ、S wb崩困 B13およびS
W埓
“





























































その結果、菌体周囲に TEGDMAポリマーを有する S wb油ぉ B13ならびに s
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表 6S.sαttνJs ST3Rに対する各種殺菌剤の MIC、MBC(μg/mL)
MIC MBC
モノマーTEGDMAモノマー
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°           °   CH3              0           0
UDMA
♀H3                  7H3
CH2〓C~♀~(°CH2CH2な~0~♀~C=CH2
0            o
TEGDMA
?H3                  ♀H3
CH2=C~7~(°CH2CH2を~0~♀~C=CH2
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♀H3                 7H3
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4000        2000 1800 1600 1400 1200 1000  800
図7-a FT―IRによる分析結果
11段か ら順に、S.地レJ″ぉ B13、S.∫αPag“おST3Rの菌体周LH構造物およ詢 EGDMAポリマー











0            50          10
図7-c 熱分解GCでの 上ピークを質 IIt分析 した結果
150
熱分解GCで得 られた ltピー ク (保持時|112()分を質::t分析 して得られたマススペク トル
を、 1■段から、S.wわri″パ B13、S.sα″g“ぷST3Rの菌体周レH構造物およびTEGDMAポリマー
粉末の順で示す。
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